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第３０回ＵＢＥビエンナーレ吉賀町賞受賞作品決定！
１０月２６日 (土 )、表彰式において吉賀町賞受賞作品が発表されました。

２８か国１８３点の応募があり、一次審査を通過した１５点の中から選ばれました。

作者の佐藤一明先生は札幌市在住の方で、ご自身が飼っておられる犬を見ていて「色々なことを訴えてく

るこの表情を作品にしてみたい」と思われたことから出来た作品だと、お話しをしてくださいました。

受賞作品『見てくる犬』は、ＵＢＥビエンナーレ彫刻の丘に設置されていますので、是非本物に会いに行っ

てみてください。

何かを言いたそうな顔がとても可愛らしい作品です☆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作　品　名：見てくる犬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真提供元：「出典：第３０回ＵＢＥビエンナーレ出展作品集より」
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町発展を後押し　敬意と感謝

　１１月３日（日）、令和６年度吉賀町表彰式・吉賀町感

謝状贈呈式が吉賀町役場本庁舎で開催されました。受賞さ

れた皆様には、深い敬意と感謝を申し上げます。

＜前列左より＞

　　髙田　翼さん　　　板村　マツノさん

　　齋藤　善登さん　　飯島　献一さん

吉賀町功労　表彰式

　功労表彰では、各分野で町の振興発展に尽力された個人５名と１団体が受賞されました。

町の行う事業に尽力し、又は公務に協力し、成績顕著な方

齋藤　幹子
固定資産評価審査委員会委員として、公正な固定資産の審査及び評価に貢献されま

した。

三井　利民
農業委員会委員として、農地利用の最適化に取り組み、地域農業の発展に貢献され

ました。

産業、経済、福祉、教育、文化、スポーツその他各般の振興発展に特に功労があった方

宗内　コトミ
七日市子育てサロンボランティアとして、利用者の方々へ安心できる対応、声掛

けを行い、ボランティア活動に貢献されました。

板村　マツノ
調理ボランティアとして、配食サービスを実施し、人数が足りない時には率先し

てボランティア活動に貢献されました。

齋藤　善登
配食ボランティアとして、利用者の方々の安否確認、話し相手等をしながら、率

先してボランティア活動に貢献されました。

医療法人橘井堂
吉賀町の医療・介護体制の再構築の実現に貢献され、「よしか病院」等の開設に向

けて尽力されました。

吉賀町感謝状　贈呈式

　町の事業やご寄贈を通じて住民福祉等に貢献された個人２名と１団体が贈呈の対象となられました。

飯島　献一 吉賀町の医療提供体制の構築及びよしか病院の開設に貢献

一般社団法人益田青年会議所　理事長

髙田　翼
吉賀町へご寄附

加藤　那菜 吉賀町のスポーツ振興に寄与

（敬称略・順不同）

＜齋藤　幹子さん＞ ＜宗内　コトミさん＞ ＜加藤　那菜さん＞

トピックス
話題・できごと
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第７４回“社会を明るくする運動”作文コンテスト 入賞作品について

　今年度も島根県推進委員会の主催で“社会を明るくする運動”作文コンテストが実施されました。この

コンテストは、次代を担う小・中学生のみなさんに日頃の家庭生活や学校生活の中での体験をもとに、犯

罪や非行のない地域社会づくりなどについて考えたことや感じたことを作文にし、“社会を明るくする運

動”に対する理解を深めてもらうことを目的として毎年行われています。

　　　　　　【町長賞】

　蔵木小学校　６年

　末森　心桜（すえもり　みお）さん

　作文題名：「きっと明るくなる」

　　　　　【教育長賞】

　六日市小学校　５年

　上野　凜（うえの　りん）さん

　作文題名：「私の友達」

第４３回全国中学生人権作文コンテスト島根県大会入賞作品について

　松江市内で松江地方法務局と島根県人権擁護委員連合会の主催で全国中学生人権作文コンテストの審査

会が実施されました。このコンテストは次代を担う中学生が人権問題について作文を書くことによって、

人権尊重の重要性、必要性についての理解を深めるとともに豊かな人権感覚を身に付けること、及び入賞

作品を国民に周知広報することによって、広く一般に人権尊重思想を根付かせることを目的として毎年行

われています。

　この度の作文コンテストでは、島根県内６５校、応募総数３，７３４点の中から吉賀中学校２年の矢野

菜乃心さんが上位２点に選ばれ、山陰中央新報社賞を受賞し、賞状と盾が贈呈されました。

　　　【山陰中央新報社賞】

吉賀中学校　２年

矢野　菜乃心（やの　なのみ）さん

作文題名：「普通」って何ですか

　この度の作文コンテストでは、吉賀中学校２年の山田

瑠菜さんが島根県ＢＢＳ連盟会長賞を受賞し、島根県か

ら賞状と副賞が贈呈されました。

　また、吉賀町推進委員会においても独自で選考を行い、町内からご応募いただいた作品の中から町長賞、

教育長賞を決定し、受賞した２名の方には吉賀町保護司から賞状と副賞が贈呈されました。

　【島根県ＢＢＳ連盟会長賞】

吉賀中学校　２年

山田　瑠菜（やまだ　るな）さん

作文題名：「声で変わる」
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吉賀町アンテナショップかきのき村　創業２１周年感謝祭

　１１月２３日（土）、広島県廿日市市にある「吉賀町アンテナショップかきのき村」で創業２１周年感

謝祭が開催されました。

　店内は吉賀町から届けられた新鮮な農産物をはじめ、加

工品や無添加食材が並び、多くのお客様が立ち寄り、大盛

況でした。

　店舗の外では、屋台ブースが立ち並び、お餅や天然酵母

パン、植物性ごはんプレート、日本酒、コーヒーなどが販

売されました。

　また、新米すくいどりが行われ、親子連れでにぎわって

いました。

　最後に恒例のもちまきを行い、アン

テナショップ創業２１周年イベントを

締めくくりました。

津和野街道トレッキングが開催されました

　昨年６月に連携協定を締結した津和野街道交流協議

会において、３市町首長及び関係者による津和野街道

トレッキングが１１月１０日（日）に開催されました。

　廿日市市の栗栖をスタートし、石畳付近で折り返す

約４キロのコースで、当日はトレッキングにぴったり

の涼しい気候でした。

　江戸時代には廿日市市・津和野町・吉賀町を繋ぐ重要な

街道として活用されており、いまもなおこうして３市町の

交流拠点となっています。

　今後もこの津和野街道を活用し、観光や文化といった

様々なかたちで交流を深めていきたいと思います。

＜津和野町長・吉賀町長・廿日市市長＞
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「有機の学校 in 吉賀町」を開催しました

　１１月１９日（火）に千葉康伸さん（ＮＰＯ法人有機農業参入促進協議会　代表理事）、東広島市「安

芸の山里農園　はなあふ」代表の森昭暢さんを先生にお迎えし、３回目となる「有機の学校 in 吉賀町」

を開催しました。

　この日は、夏に緑肥をすきこんだ圃場で、土壌分析に

よって選定したタマネギを実際に植え付ける実習を行いま

した。

　あらかじめ敷いた高畝専用穴あきマルチと機械でその場

で穴をあけたマルチとに畝を分けて作付けをしました。ま

た、苗も早生、中生、晩生と３種類の苗を植え、割り箸を

使った植付けや直接手を使った植付けなどいろいろな植え

付け作業も学習しました。

　作業を終えて帰った座学では、緑肥を使った効果や土壌

分析による作物選定の重要性などについて意見交換しまし

た。なるべく町内にある資材を使った方が持続可能な農業

が取り組め、農薬を使わない土づくりをすることで土壌微

生物が増え、農作物の生育や土壌向上につながるなどのお

話がありました。

　町では、オーガニックビレッジ宣言をしており、環境に配慮した農業の確立に向けて、

　今後も様々な取組みをしていく予定としています。

島根県「道の駅」交流会研修会が開催されました

　六日市基幹集落センターにて、島根県「道の駅」交流会研修会が１１月２４日（日）に開催されました。

　本研修会では島根県内の道の駅女性駅長・マネージャーに焦点をあて、島根県女性活躍推進課からの情

報提供や、女性駅長・マネージャーによる意見交換会などが行われました。

　意見交換会では会場の皆さんも含め活発な意見交換が行われ、普段あまり知ることのできない貴重なご

意見を伺うことができました。

　昨今の自然災害などにより道の駅としての在り方が問われる中、今回の研修が新たな「道の駅」づくり

の契機となることを願っています。

トピックス
話題・できごと
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よしか病院・よしか介護医療院活動報告会を開催しました

　１２月７日（土）に、医療法人カタクリ会の主催による、よしか病院・よしか介護医療院活動報告会を

開催しました。

　今年３月によしか病院を開設し８か月が経過しましたが、この間の地域医療・介護への取り組みについ

て、院内の各部署からの報告及び参加者との意見交換を行いました。

　会場には、町民のほか、医療介護関係者など、総勢８０名の参加がありました。

　活動報告では、医師や看護師をはじめ、院内の様々な部署から、業務やスタッフ紹介のほか、公立病院

の職員として今後どのようなことに取り組んでいきたいか等について発表がありました。

　診療部の三谷医師からは、よしか病院はコミュニティホスピ

タルとして、在宅療養体制を充実させるための訪問診療や、各

種健康講座、地域・大学との連携によるイベントの実施等の取

り組みを進めているとの報告がありました。また、今後の展望

として、地域とのつながりをより密接にしていくため、サロン

訪問など院外での活動に積極的に取り組むとことや、持続可能

な医療体制を構築していくため、学生・若手医療従事者の研修

受け入れ等を行っていきたいとの話がありました。

　報告会の最後には、益田保健所　梶浦靖二所長より「これま

で様々な地域で医療についての講演会等に関わってきたが、病

院のスタッフがここまで勢ぞろいしての活動発表会は初めて。

今後またイベントを実施される際は、医療従事者と参加者とが

さらに交流し合えるようなお手伝いをさせていただきたい」と

の講評をいただきました。

　医療法人カタクリ会及び吉賀町は、今後もこうしたイベント等を企画・開催し、町民の皆様に病院の

運営状況について理解を深めていただくとともに、医療介護従事者と交流し合える機会を作っていける

よう継続した取り組みを進めていきます。

　なお、よしか病院・よしか介護医療院活動報告会の様子については、後日ＹｏｕＴｕｂｅでの配信を

予定しておりますので、準備が整い次第、吉賀町公式ＬＩＮＥにてお知らせいたします。

行政相談宣伝活動

　１１月１７日（日）に開催された「きん祭みん祭農業文化祭」（柿木会場）で、吉賀町の行政相談委員

の谷みどりさん、村本靜江さん、島根行政監視行政相談センターの前田さんが行政相談制度を町民の皆様

に幅広く知っていただくために、パネル展やチラシ配りの宣伝活動を行いました。

＜谷みどりさん、前田さん、村本靜江さん＞

吉賀町では毎月第２金曜日に行政相談を行っています。

詳細は、町民カレンダーに掲載しておりますので、お気軽にご相

談ください。

トピックス
話題・できごと
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吉賀町新病院建設事業の見直しについて

トピックス
話題・できごと

第２０回吉賀町駅伝大会

　吉賀町駅伝大会が１２月１日（日）に開催され、旧蔵木中学校から吉賀中学校までの６区間、１６．７

ｋｍを８チームが駆け抜けました。

　開会式では選手を代表し「アラサー・アラフォー運

動不足☆」の木村互康さんが元気よく選手宣誓をし、

その後一斉にスタートしました。

　結果は、「チーム本広」が悲願の初優勝を果たし、

２位「紫逅倶楽部ブラボー」３位「紫逅倶楽部アモー

レ」となりました。小学生から大人まですべての選手

が一所懸命走る姿に沿道からも多くの声援が送られて

いました。

　当日は多くの方に大会スタッフとして大会を支えていただきました。皆様のお陰で無事に全チームが

　完走することができました。紙面を借りてお礼申し上げます。

　　※大会結果は吉賀町のＨＰをご覧ください。（トップ＞暮らし＞教育＞イベント一覧＞第２０回吉賀町駅伝大会）
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オーガニック給食の日を実施しました

　吉賀町の学校給食の取組みとして、１１月１４日（木）に第２回目となる「オーガニック給食の日」を

実施しました。

　吉賀町では、合併前の旧六日市町では平成１０年より、旧柿木村では平成４年より、学校給食に有機米

を使用しており、現在、オーガニック給食の取り組みが全国各地で増えている中、先進的な取り組みとなっ

ています。この日は有機米に加えて、すべての野菜について無農薬栽培のものを使用し、町内小中学校に

約４００食が提供されました。

　また、この日は「まるごとよしかの日」とも題して、主菜には町内の豆腐屋さんが作った木綿豆腐を使

用し、また、副菜のスープには地元で採れた平飼い卵を使用しています。豆腐ハンバーグに使用したミン

チ（国産）、牛乳、調味料以外はすべて町内産の食材を使った給食になっています。

　当日、六日市小学校は、有機米の生産者であ

る立河内絆の方をお招きしました。

　生産者の方から「今年はアイガモの管理が大

変だったけど、今年もお米がお届けできて安心

しています。」とメッセージをいただき、児童

と生産者は交流をしながら一緒に給食を食べま

した。

　また、柿木小学校は、野菜の生産者である有

機農業研究会の方を各学年の教室にお招きしま

した。児童は、野菜のこと、卵を産んだニワト

リのことなど、生産者の方にいろいろな質問を

して有機農業への理解を深め、生産者との交流

給食を楽しみました。

第３回目の「オーガニック給食の日」は２月頃に実施を予定しています。

１１月１４日の献立

＜メニュー＞　　　　　　＜使用した吉賀町の食材＞

ご飯　　　　　　　　　⇒　米

豆腐ハンバーグ　　　　⇒　木綿豆腐・にんじん・玉ねぎ

吉賀野菜のゆかりあえ　⇒　キャベツ・小松菜・にんじん

旬の野菜たまごスープ　⇒　はくさい・にんじん

　　　　　　　　　　　　　（葉つき）大根・たまご
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第４２回益田市ミニバレーボール大会〜吉賀ＪＶＣ〜

　１１月１７日（日）に第４２回益田市ミニバレーボール大会が益田中学校体育館において開催され

ました。この大会は、小学生のバレーボールチーム同士の交流と競技人口を増やすことを目的に、益

田市バレーボール協会の主催で行なわれ、鹿足郡・益田市・浜田市の９チームが出場しました。

　吉賀ＪＶＣからは６年生５人を主とした吉賀サンダーズと、５年生以下の吉賀ミニオンズの２チー

ムが参加しました。２チームとも予選を勝ち上がり、ミニオンズは決勝トーナメントで柿木バレー塾

と対戦しました。

　　【準々決勝】吉賀ミニオンズ　２―１　柿木バレー塾

続く準決勝、ミニオンズははまだジュニアクラブと対戦し、惜しくも敗退しました。

サンダースは予選１位でシードとなり準決勝から高津と対戦しました。

　　【準決勝】吉賀ミニオンズ　０―２　はまだジュニアクラブ

　　　　　　　吉賀サンダーズ　２―０　高津

決勝は吉賀サンダーズとはまだジュニアの対戦となりました。

　　【決勝】吉賀サンダーズ　２―０　はまだジュニアクラブ

吉賀ＪＶＣは今大会、２年連続で優勝する事ができました。会場にてご声援頂いた皆様ありがとうご

ざいました！

バレーボール

サッカー
第４８回中国地域県サッカーリーグ決勝大会

　２０２４年島根県社会人１部リーグを６勝２敗２分の成績で２位となり、各県上位２チームが出場

する中国リーグへの入替戦に出場しました。

　１回戦、鳥取県リーグ第１位のＳＣ鳥取ドリームズと対戦しました。結果は選手の健闘もあり粘り

強く戦いましたが、１－１ で惜しくもＰＫ戦の末惜敗しました。

　紫逅倶楽部は地元に根付いた取り組み、

サッカーを通じて地域を盛り上げる活動

を目指しています。

幼児を対象にキッズサッカーも行ってい

ます。

　サッカーで吉賀町を元気に！
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以
前
の
町
長
コ
ラ
ム
で
「
六
公
カ

フ
ェ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
フ
ェ
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

お
茶
で
も
飲
み
な
が
ら
誰
で
も
く
つ

ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
ろ
う
と
い
う

趣
旨
で
、
六
日
市
公
民
館
が
企
画
し
、

地
元
の
大
工
さ
ん
達
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
、
本
棚
、

椅
子
な
ど
を
小
学
生
と
大
人
の
皆
さ

ん
で
製
作
し
、
六
日
市
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
で
様
々
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年

７
月
に
は
、
六
日
市
小
学
校
５
・
６

年
生
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
し
か
の
里
と

コ
ラ
ボ
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ッ
ペ

パ
ン
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
去
る
11
月
11
日(

月)

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

Vol.82

岩本一巳

手
作
り
の

 

「
ゆ
た
カ
フ
ェ
」
オ
ー
プ
ン

に
は
、
こ
の
カ
フ
ェ
を
活
用
し
て
六
日

市
中
学
校
１
年
生
有
志
の
皆
さ
ん
が

「
ゆ
た
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、
私
も
足

を
運
ん
で
み
ま
し
た
。
今
回
は
、
昨
年

小
学
校
６
年
生
だ
っ
た
皆
さ
ん
が
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
コ
ッ
ペ
パ
ン
販
売
の
経
験
か

ら
、
も
っ
と
も
っ
と
色
々
な
事
に
挑
戦

し
て
み
た
い
と
の
想
い
で
、
企
画
考
案

か
ら
運
営
ま
で
全
て
自
分
達
の
手
作
り

で
「
ゆ
た
カ
フ
ェ
」
と
し
て
実
現
さ
せ

ま
し
た
。
「
ゆ
た
カ
フ
ェ
」
と
は
、
来

ら
れ
た
方
に
、
ゆ
っ
た
り
し
て
欲
し
い

と
の
想
い
か
ら
「
ゆ
っ
た
り
ま
っ
た
り

カ
フ
ェ
」
の
短
縮
形
で
生
徒
の
皆
さ
ん

が
名
付
け
た
そ
う
で
す
。
一
日
限
定
の

カ
フ
ェ
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
で
は
「
豚
汁
定
食
」
50
食
分
が

準
備
さ
れ
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
調
理
さ

れ
た
食
事
を
大
変
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
時
間
の
関
係
で
食
べ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
午

後
か
ら
は
「
ク
ッ
キ
ー
＆
ワ
ッ
フ
ル
」

の
デ
ザ
ー
ト
も
提
供
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
当
日
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
多
数

訪
れ
、
と
て
も
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
以
前
か
ら
サ
ク
ラ
マ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
展
開
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
供
達
の
育
ち
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
カ
フ
ェ
は
、
地
域
の

子
供
達
の
挑
戦
を
地
域
の
大
人
達
が
温

か
く
見
守
り
、
応
援
し
て
い
く
素
晴
ら

し
い
企
画
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
世
代

間
交
流
の
輪
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
５
つ
の
公
民
館
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
て
、

独
自
の
活
動
を
精
力
的
に
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
で
あ

る
公
民
館
活
動
を
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＜生徒の皆さんは笑顔一杯で頑張りました＞

＜地域の皆さんと一緒に楽しいランチ＞
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当
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で
は
、
以
前
か
ら
サ
ク
ラ
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ス

◇水道管の漏水について◇

　寒さが続き水道管や器具の破損が心配な時期になりました。凍結により水道管が破損し、漏水（水漏れ）

　が起こってしまうことがあります。漏水がおこってしまうと水道料金が上がってしまうだけでなくカビ

　やシロアリの発生、床材など家屋の腐食などの可能性が出てきてしまいます。（漏水時の水道料金の減

　免については下に記載してあります。）各ご家庭でチェックしていただくことで漏水を早期に発見する

　ことが出来ます。ご協力お願いいたします !

◇家庭でできる漏水検査◇

　漏水が発生しているかどうかは以下の手順で水道メーターを点検することで確認できます。

　①家の中の水道を全て閉める

　②水道メーターのパイロット（銀色のこま）が回転していないか確認する

　③パイロットが回転していると、漏水しています。

　　指定水道工事業者に連絡し修理を依頼してください。

　※メ―ターは各ご家庭の敷地内に設置してあります。

　　草や砂利などで隠れている場合がありますので

　　雪が降る前に場所の確認をお願いします。 パイロット

◇漏水発生時の対応◇

　町指定の水道工事業者に修理を依頼してください。※メーターより宅内側での修理は個人負担になりま

　す。漏水による使用水量の増加は一部を減免（減額）する制度があるのでご活用ください。

　※ただし水道使用料金を減額する場合は漏水箇所の修理が必要です。また、修理を依頼する際は町指定

　　の水道工事業者に依頼してください。資格を持っていない個人が水道工事を行うことは水道法により

　　禁止されています。個人で修理を行った場合、減免は出来ませんのでご注意ください。

◇漏水に伴う水道料金の減免申請について◇

　漏水発生時の水道料金の流れをご紹介します。

　①町の指定水道工事業者に修理依頼をする。

　　※吉賀町ＨＰ→暮らし→生活環境衛生→吉賀町指定工事店について

　②修理が終わったら業者に水道水量認定願を町に提出するよう連絡する。

　③水道水量認定願を業者が町に提出する。

　・漏水修理時の直近三か月の水道使用量を通常の使用量として、

　　漏水量と通常の使用量との差額を減免します。

　・減免の対象は漏水修理をした期の 1期分になります。

　　そのため、漏水が発生した場合は早急に修理をしたほうが

　　多く減免することができます。（下記の例を参照。）

差額を免除

漏水が多数発生すると水道業者の修理

が間に合わなくなることがあります。

指定水道工事業者は町外にもありま

す。

ご不明な点は役場建設水道課（７９－

２２１２）までご連絡ください。
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保健だより
健康・食育・予防

こども食育フェア開催

　１１月３０日（土）、福祉センターにおいて、吉賀町と吉賀町健康づくり推進協議会　食と歯の部会の

主催による子ども食育フェアを開催しました。

　子ども食育フェアは若い世代を中心とした食育の推進、健全な食生活の実践力を身につけてもらうきっ

かけになる仕掛けを作り、食に興味関心を持ってもらうことを目的に開催しています。また今回は、「こ

ども食育フェア～月曜日はみそ汁を作って食べよう」と具体的なテーマを掲げ、月曜日の朝ごはんは、ご

はんとみそ汁を食べていただけることを目指して実施しました。当日は、町内の保育所園児と小学生、そ

の保護者など計１２８名の参加がありました。

　第２部は、「月曜日はみそ汁を作って食べよう」をテーマに、吉賀町

で食や生活習慣の改善等に取り組まれている団体の皆さんによるワーク

ショップを９つ企画しました。町が実施した保育所から高校生までの生

活アンケートで朝食の摂取率が以前よりも下がっており、朝食でごはん、

みそ汁を食べることを意識していただくためにテーマを設けました。お

むすび作りや具沢山みそ汁、いりこのつかみ取り、野菜がしっかり取れ

るメニューの紹介、噛めるおすすめおやつの紹介、野菜の素材の味を感

じていただく甘い野菜はどれだ？、ロケットストーブで炊いた鮎飯、工

作、大人の健康チェックなどいずれも親子で楽しめる内容でした。

　参加者からは「からだにやさしいごはんとお味噌汁とてもおいしく、

心も満たされました」「さつまいもよりかぼちゃを甘いと判断したこど

もにびっくりした。」「こどもが夢中で食べていた。いりこでさっそく出

汁づくりをしたいと思う」と好評でした。

　日々忙しい毎日を送られている保護者の方に今回のこども食育フェア

を通じて、日曜日に子どもとみそ汁の具を一緒に切ってみよう！だしを

とって月曜日の朝ごはんは、ごはんとみそ汁にしてみよう！と思ってい

ただけることができたらうれしく思います。

　第１部は「おうちの台所でつくる子どもの自立と未来～親子で楽しむ

子どもの料理と大人の見守りとは？」と題してこどもキッチン主宰　石

井由紀子さんにご講演いただきました。皆さん、料理を作っていると、

子どもが得意げに「手伝ってあげるー」とやってきて、ひたすら混ぜ混

ぜ、、、ひたすらやり続けて終わらそうとすると、ギャーとなった経験は

あるのではないでしょうか。親が困ったと思う子どもの行動の裏側には、

子どもが生まれながらに持っている「自分で自分を育てようとする力」

の存在、新しい子どもの観方を教えて頂きました。また、小さな子ども

が台所仕事をやりたがる本当の理由、台所仕事の危険なものの安全な使

い方について詳しくご講演いただきました。講演中にはいりことこんぶ

を弱火で４０分じっくり煮て作ったミネラルとおいしさたっぷりの出汁

を試飲させていただき、「おいしい！」といった声が多く聞かれました。

　参加者からは、「終始うなずき、勉強になることがたくさんあった。」「子どもの行動の理由を具体的に

教えて頂きなるほどと思うことがたくさんあった。家庭でのヒントをたくさんいただけてよかった。」「だ

しがとてもおいしかった。家でも実践してみようと思った。」「子どもと料理を作ってみようと思った。」

などの感想が寄せられ、とても好評でした。
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保健だより
健康・食育・予防

　脳の血管がつまったり（脳梗塞）、破れたり（脳出血）する病気をまとめて「脳卒中」と言います。

　脳卒中は「高血圧」と深い関係にあり、島根県では、脳卒中を起こした方の約７割が高血圧症という現

状にあります。高血圧は自覚症状があまりなく、気づかないうちに進行します。健診などで精密検査や治

療が必要と判定された場合は、必ず医療機関を受診しましょう。

【自分の血圧に関心を持ちましょう！】

　みなさんは、普段の自分の血圧値がどのくらいかご存じすか？益田圏域では、働き盛り世代の男性の脳

　卒中死亡が多い現状もあります。健康管理の一つとして、特に４０歳を過ぎたら、一家に一台血圧計を

　ご用意いただき、定期的な血圧測定を習慣化しましょう。

【脳卒中は再発予防が重要です】

　脳卒中の発症・再発を防ぐために普段の生活の中で、気をつけてほしいことをまとめました。

　　①薬を指示通り飲みましょう

　　②水分をしっかり摂りましょう：脱水は脳卒中の引き金です。こまめに水分補給を！

　　③禁煙をしよう：血圧上昇、動脈硬化の原因になります

　　④お酒の飲みすぎに注意しよう：飲みすぎは血圧上昇の原因になります

　　⑤睡眠・休養をしっかりとろう

　　⑥ぬるめのお風呂に入ろう

　　⑦塩分の摂りすぎに注意しよう：塩分６ｇ以下／日を目標にしましょう

　　⑧野菜をたくさん食べよう

　　⑨かかりつけ医の受診をしよう

【ＢＧＨクラブ（脳卒中既往者の会）へ参加してみませんか？】

　ＢＧＨとは「Ｂｅ　ｉｎ　Ｇｏｏｄ　Ｈｅａｌｔｈ＝健康である」の頭文字をとり名づけられました。

　脳卒中既往者の方や家族の方が集まり、みんなで情報交換や再発予防のための学習、交流会を４回／年

　実施しています。

健康コーナー　　　　～脳卒中について～

令和６年度は、食事についての学習・調理実習、リンゴ狩りをしました。

参加者さん同士で励ましあい、悩みなどの情報交換をしています。

　　　問合せ先：吉賀町役場保健福祉課／柿木地域振興室　保健師まで
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毎年１月２６日は「文化財防火デー」

　昭和２４年１月２６日に国宝「奈良法隆寺金堂壁画」

が焼失したことに基づき制定され、文化財を火災・震災・

その他の災害から守るとともに、日本国民の文化財愛護

思想の高揚を図る目的とし、毎年１月２６日を「文化財

防火デー」と定め今年で７１回目を迎えます。吉賀町に

も旧道面家住宅（注連川）や福川八幡宮唐獅子の木彫等、

貴重な文化財があり、この貴重な文化財を後世に引き継

ぐためにみんなで守っていく必要があります。

　全国で文化財防火運動が展開され防火訓練等を行って

おり、六日市、柿木分遣所では１月２６日に吉賀町消防

団と合同で火災防ぎょ訓練を実施します。消防訓練時、

近隣住民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解と

ご協力をお願い致します。

＜注連川　旧道面家住宅＞

＜福川　福川八幡宮＞

お問合わせ先

　六日市分遣所　７７―０１６２

　柿木分遣所　　７９―２２０１
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪　今年のベストリーダー　≫

今年もたくさんの方にご利用いただきありがとうございます。

一般図書・絵本・ＣＤのよく借りられた資料をご紹介します。（令和６年４月～１１月までの貸出統計より）

　　　　　一般図書の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵本の部

１位　俺たちの箱根駅伝　　池井戸潤　著　　　　 １位　アンパンマンののりものりょこう

２位　夏　　空　　　　　　今野　敏　著　　　　 ２位　ぎょうれつのできるチョコレートやさん

３位　有罪、とＡＩは告げた　中山七里　著　　　 ３位　野球しようぜ（大谷翔平ものがたり）

　　　　　　ＣＤの部

１位　Mrs.GREEN APPLE　　　ＡＮＴＥＮＮＡ　　　　 いかがですか。ＣＤにはいろんなジャンルがあって、

２位　中島みゆき　　　　　　ここにいるよ　　　　　落語なども貸出します。

３位　名探偵コナン　主題歌集　２０オールソング　　楽しい本と音楽を探しにご来館下さい。

≪図書館利用状況１１月≫

●貸出総数　２６６４冊

●貸出人数　　３３９人

●来館者数　　４１５人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館です。

・１２/２８～１/６は年末年始の休館です。

・１/２９（水）は図書整理のため休館です。

・吉賀町内各公民館前に返却ポストを設置しています。

【きん祭みん祭農業文化祭について】

　今年もきん祭みん祭農業文化祭で感想画展示やＢＭ車みたい号の出前図書館を

行いました。感想画は、町内の保育所園児さんによる作品で、個性あふれる作品

がたくさんありました。出前図書館では、図書館によく来られるお客様や学校の

巡回で利用している子どもさんが本を借りられました。また、町外から来られた

方が興味深く図書館車を見学されていました。

　図書館は土・日曜日も開館していますのでご来館下さい。

吉賀町立図書館

柿木公民館

　新年最初の満月の日、再び正月を迎える小正月

　元旦を中心とした正月（大正月）に対して、１月１５日を小正月といいます。昔の「月」を基準にして

いた暦では、新月から新月までを１ヵ月としていました。そのため新年最初の満月はこの日にあたります。

小正月はそうした満月をめでたいとしていた時代の名残です。年末から忙しく働き続けた主婦をねぎらう

ために、この日を「女正月」とする地方もあります。

　また、この日を「成人の日」（２０００年からは１月第２月曜に変更）と定めたのも、小正月に元服の

儀式が行われていたことに由来します。

【今月の本の紹介】

「神話」の歩き方　　　　　 平藤　喜久子　　　　　　はい、さようなら。　　　瀬戸内　寂聴

華麗な女たち　　　　　　　吉田　ルイ子　　　　　　覚悟　　　　　　　　　　橋田　幸子

学校裏サイト　　　　　　　下田　博次　　　　　　　名水に会いたい　　　　　南　正時

使い捨てカイロ物語　　　　江本　巖　　　　　　　　ばかたれ　　　　　　　　奥居　香

親しき仲にも冷却あり　　　森　瑤子　　　　　　　　特命　　　　　　　　　　麻生　幾

楽園の眠り　　　　　　　　馳　星周　　　　　　　　雲の影　　　　　　　　　花村　万月

うつつ・うつら　　　　　　赤染　晶子

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

　　　　　１２／２８～１／６



広報よしか　2025 年 1 月号　№ 231　　16

  １
月

火
水

木
金

土
・
日

６
時
 ～
　
体
操
の
時
間

６
時
～
２
４
時

ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト

(１
時
間
お
き
）

  ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト
終
了
後

  １
１
日
・１
２
日

   か
の
あ
し
安
全
安
心
だ
よ
り

　
津
和
野
警
察
署
員
が
鹿
足
郡
内
の

　
安
全
安
心
に
関
す
る
情
報
を
お
届
け

　
し
ま
す

  ２
５
日
・２
６
日
 

   魅
力
解
明
！
津
和
野
城
 vol.５

　　
築
城
７
０
０
周
年
を
迎
え
た
津
和
野
城

　
の
魅
力
に
つ
い
て
歴
史
を
紐
解
き

　
な
が
ら
紹
介

９

０
０
  津
和
野
夜
神
楽
２
０
２
４

　
　
  出
演
  木
ノ
口
神
楽
社
中

　
　
  演
目
  未
定

   １２
月
２
１
日
収
録
　
津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  い
ざ
山
城

４
５
  気
仙
沼
め
っ
け

０
０
  第
42回
  益
田
市

　
      ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　　
よ
し
か
ミ
ニ
オ
ン
ズ
 （吉
賀
JVC）

　
　
　
　
　
対
　
柿
木
バ
レ
ー
塾

 　
よ
し
か
サ
ン
ダ
ー
ズ
 （吉
賀
JVC）

　
　
　
　
　
対
　
は
ま
だ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
 植
松
努
氏
講
演
会
 in 津

和
野
高
校

　
　

 講
師

  植
松

 努
 氏

　
　

　
　

  （
株

式
会

社
植

松
電

機
  代

表
取

締
役

） 
　人

の
可

能
性

を
奪

う
言

葉
「

ど
う

せ
無

理
」 を

無
く

し
、

夢
を

諦
め

な
い

事
の

大
切

さ
を

伝
え

る
植

松
努

さ
ん

に
よ

る
講

演
会

の
模

様

　
  １１
月
１２
日
収
録
　
津
和
野
高
校
体
育
館

１
０

０
０
 津
和
野
地
域
文
化
芸
術
の
祭
典

 　
　

◇
長

福
千

原
座

神
楽

社
中

　
　

 　
 恵

比
須

 / 大
蛇

　
　

 ◇
バ

レ
ッ

ト
ベ

ネ
ッ

セ
レ

　
　

 　
ク

ラ
シ

ッ
ク

バ
レ

エ

　
１１
月
３
日
収
録
　
鷺
舞
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場
 

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

１
１

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

０
０
  ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
島
根

　
  
   島
根
県
内
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
が
益
田
市
に
終
結
 ！

    多
彩
な
ジ
ャ
ズ
サ
ウ
ン
ド
で
最
高
に
ハ
ッ
ピ
ー
な

    空
間
を
お
届
け

　　【
 出
演
団
体
 】

　
Sw
ing Phoenix（

益
田
）

　
Groovin’ Lab（

安
来
）

　
T-Oasis an Orchestra（

松
江
）

　
ラ
メ
ー
ル
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 Jazz Canvas（

雲
南
）

　
Bird Jazz Orchestra（

出
雲
）

　
103 Soundscape Jazz Orchestra（

江
津・浜

田
）

　
熱
狂
楽
団
 TAPASCON（

益
田
）

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

０
０
  第
75回

近
県
学
校
音
楽
大
会

　
　
津
和
野
町
内
の
出
場
校
の
演
奏
を

　
　
放
送
し
ま
す
！

　
　
　
１１
月
１０
日
収
録
　
津
和
野
体
育
館

１
２

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
  津
和
野
城
築
城
７
０
０
年
記
念

　
   シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 『
津
和
野
城
の

　
   新
し
い
魅
力
を
知
る
』 　

　 　
　

◇
基
調
講
演

　
　

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
１１
月
４
日
収
録
　
津
和
野
体
育
館

０
０
 よ
し
か
オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
「

み
ん

な
で

持
続

可
能

な
地

域
の

医
療

を
創

造
し

よ
う

」

島
根

大
学

医
学

部
附

属
病

院
総

合
診

療
医

セ
ン

タ
 ー

等
と

連
携

し
、

総
合

診
療

中
心

と
し

た
地

域
医

療
に

つ
い

て
 学

び
を

深
め

、
考

え
る

た
め

の
イ

ベ
ン

ト

     １０
月
５
日
収
録
　
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  い
ざ
山
城

４
５
  気
仙
沼
め
っ
け

１
３

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

14

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

０
０
  津
和
野
夜
神
楽
２
０
２
４

　
　
  出
演
  石
見
神
楽
左
鐙
社
中

　
　
   演
目
  恵
比
須
 / 天
神

　
　
  １１
月
１６
日
収
録
　
津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

３
０
  高
津
川
地
域
交
流
ラ
イ
ド

１
５
時
 ～
  体
操
の
時
間

１
７
時
  ～
　
９
時
台
か
ら
の
番
組
を
リ
ピ
ー
ト
放
送

２
０
２
５

番
組

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
池
村
１
９
９
７
ー
１
　
開
庁
時
間
 平
日
８
：
３
０
～
１
７
：１
５（
土
日
祝
休
み
）
　
TEL 0856-74-2099    H

P  https://sn-catv.jp/

サ
ン
ネ
ッ
ト
LINE公

式
ア
カ
ウ
ン
ト

番
組

情
報

な
ど

お
届

け
し

ま
す

！
 ぜ

ひ
友

達
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

！

新
年
特
別
番
組
①

１
月
１
日（
水
）～
３
日（
金
）

　
６
：
０
０
～
　
令
和
７
年
年
頭
挨
拶
 【
出
演
】
町
長
・
町
議
会
議
長

　
７
：
０
０
～
　
津
和
野
城
築
城
７
０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
９
：
０
０
～
　
津
和
野
町
長
 文
京
区
長
対
談
番
組

　
　
　
　
　
　
    津

和
野
町
と
文
京
区
の
交
流
事
業
な
ど
に
つ
い
て
対
談

 １
０
：
０
０
～
　
激
辛
！！
地
方
創
生
委
員
会
Ｎ
Ｌ
 第
9弾

　
　
　
　
　
　
　
  島
根
と
都
会
で
活
躍
す
る
辛
口
の
論
客
た
ち
が
徹
底
討
論

※
編
成
の
都
合
上
、
番
組
・
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

議
会
中
継
日
程（
再
放
送
）【
１
１
２
CH
 】

　
◇
吉
賀
町
議
会
１
２
月
定
例
会
　
一
般
質
問

１
月
６
日（
月
）～
８
日（
水
）

◇
津
和
野
町
議
会
１
２
月
定
例
会
　
一
般
質
問

１
月
１
３
日（
月
）～
１
４
日（
火
）
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《
寄
稿
》

闇
は
や
っ
ぱ
り
闇
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

今
、
世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
「
闇
バ
イ

ト
」・
・
・
闇
と
い
え
ば
暗
闇
の
こ
と
位

し
か
思
い
浮
ば
な
い
言
葉
で
し
た
が
、
改

め
て
広
辞
苑
で
引
い
て
み
れ
ば
、「
暗
い

事
」
と
言
う
意
味
の
外
に
、「
思
慮
分
別

の
な
い
こ
と
」「
心
が
乱
れ
て
迷
う
事
」

と
あ
り
ま
す
。
「
闇
に
惑
う
」
と
も
あ
り

ま
す
。

　

今
流
行
？
・
・
・
の
闇
バ
イ
ト
な
る
も

の
の
正
体
も
そ
こ
ら
辺
に
あ
り
そ
う
で

す
。
楽
を
し
て
お
金
を
稼
ご
う
と
し
て
い

る
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
闇
の
中
聞
こ
え

て
く
る
声
は
甘
い
甘
い
も
の
と
な
っ
て
耳

に
届
く
ら
し
い
の
で
す
。
応
募
す
る
側
も

闇
を
隠
し
、
裏
が
有
る
と
も
知
ら
ず
集

ま
っ
て
来
て
、
気
付
い
た
時
に
は
す
で
に

遅
く
結
局
犯
罪
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
事
の
様
で
す
。

　

広
辞
苑
の
中
に
あ
っ
た
、
心
が
乱
れ
て

思
慮
分
別
の
な
い
事
に
陥
っ
て
し
ま
う
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、「
働
け
ば
回
る
」と
言
う【
こ

と
わ
ざ
】
が
あ
り
ま
す
。
回
る
は
金
回
り

の
こ
と
で
、
働
け
ば
、
な
ん
と
か
遣
り
繰

り
が
つ
く
し
、
金
回
り
も
良
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
強
盗
や
殺
人
を
犯
し
て
も
良
い
と

い
う
事
に
は
絶
対
に
な
り
ま
せ
ん
。
働
き

口
が
無
い
な
ら
田
舎
に
来
て
米
作
り
で
も

し
て
下
さ
い
。
食
べ
る
た
め
に
は
汗
水
流

し
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
本
来
の
姿
が
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。
闇
か
ら
始
ま
っ
て
も

必
ず
明
る
み
に
出
て
一
生
後
悔
す
る
こ
と

に
な
る
仕
事
だ
と
始
め
る
前
に
よ
く
よ
く

考
え
て
行
動
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

今
年
も
、
又
、
暮
れ
の
除
夜
の
鐘
を
聞

く
季
節
と
な
っ
た
。
「
お
お
つ
も
ご
り
」

に
昔
や
以
前
は
古
障
子
戸
何
ん
か
に
呼
應

し
た
此
の
鐘
は
百
八
回
鳴
る
。
是
は
人
の

道
は
常
に
四
苦
八
苦
の
人
生
で
あ
る
と
云

ふ
教
え
に
よ
る
。
よ
っ
て
此
の
四
苦
八
苦

を
掛
算
式
に
当
て
填
め
る
と
「
四
九
」
は

「
三
十
六
」と
な
り
、「
八
九
」は『
七
十
二
』

と
な
る
是
を
合
せ
る
と
「
百
八
」
と
な
る

従
っ
て
此
の
除
夜
の
鐘
は
其
の
年
の
暮
れ

大
晦
日
に
「
百
八
回
」
打
ち
鳴
ら
し
て
一

年
間
の
業
を
打
ち
払
ふ
と
云
ふ
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
や
が
て
迎
え
る
お
正
月
は
神

佛
は
基
よ
り
家
内
人
、
他
用
の
御
料
理
を

各
自
家
で
自
前
す
る
の
が
古
来
よ
り
の
習

わ
し
で
あ
っ
た
。
現
今
は
料
理
に
美
し
さ

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
古
来
よ
り
本
来

の
主
旨
は
第
一
番
に
各
々
の
「
願
い
」
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
云
う
も
の
。よ
っ
て
、

此
の
お
正
月
料
理
通
常
伝
承
は
「
三
つ
ざ

か
な
」と
云
ふ
料
理
が
其
の
主
体
を
成
す
。

是
は
、「
数
の
子
」
と
「
黒
豆
」、
そ
し
て

「
た
づ
く
り
」
の
三
種
を
云
ふ
数
の
子
、

黒
豆
に
つ
い
て
は
周
知
の
通
り
で
は
あ
る

が
あ
え
て
「
数
の
子
」
は
多
数
の
こ
の
数

の
子
卵
の
様
に
子
宝
に
恵
ま
れ
子
孫
繁
栄

を
願
ふ
。
「
黒
豆
」
は
自
然
の
中
に
お
い

て
体
も
黒
々
な
る
ま
で
ま
め
で
元
気
に
働

け
ば
、
お
の
ず
と
多
収
も
得
ら
れ
皆
が
有

福
に
成
る
と
云
ふ
願
い
も
の
。
大
和
乃
国

日
本
は
古
来
よ
り
農
業
主
体
国
従
っ
て
田

畑
に
「
小
豆
」
（
つ
ま
り
田
作
り
を
差
す

田
の
神
含
む
）
を
播
種
そ
し
て
お
正
月
飾

り
に
も
付
け
て
あ
る
様
に
「
鰯
」
の
干
物

を
田
畑
に
蒔
け
ば
肥
や
し
と
成
り
て
更
に

増
収
を
得
る
と
云
ふ
も
の
、
そ
し
て
是
を

戴
き
食
せ
ば
自
ら
満
足
に
生
き
ら
れ
る
。

つ
ま
り
一
生
を
無
事
元
気
で
送
日
可
能
と

云
ふ
要
約
に
成
る
も
の
と
解
す
次
第
で
あ

る
事
を
念
じ
つ
つ
・
・
・
。

　

ま
た
、
正
月
七
日
は
七
草
か
ゆ
を
食
べ

る
是
は
西
国
よ
り
鳥
が
飛
来
し
疫
病
を
運

ん
で
く
る
、
よ
っ
て
七
草
か
ゆ
を
食
べ
て

払
う
と
云
ふ
も
の
で
、「
な
ず
な
」、「
ご

き
ょ
う
」
、「
は
こ
べ
ら
」
、「
す
ず
な
」、「
す

ず
し
ろ
」
等
々
で
あ
る
が
、
現
今
で
は
環

境
な
ど
の
著
し
い
変
化
で
入
手
困
難
な
種

類
も
あ
る
世
と
な
っ
た
従
っ
て
足
ら
ず
の

種
は
他
の
例
え
ば
「
人
参
の
葉
」
等
で
是

を
補
う
。
つ
ま
り
「
気
は
心
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
神
仏
に
供
え
る
お
餅
は
「
願
い
」

を
込
め
や
は
り
入
れ
て
煮
る
の
が
常
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
か
く
し
て
極
め
て
麗

か
な
る
希
望
の
新
春
の
春
日
で
は
あ
る
。

ちょうみんひろば

　《
寄
稿
》

安
全
祈
願
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
松　

楽
美

　

約
150
年
前
に
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
座
像
一
体
と
、
立
像
六
体
が
地
元
住

民
の
安
全
祈
願
と
し
て
安
置
さ
れ
お
り
、

３
年
ご
と
に
供
養
祭
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
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し
て
下
さ
い
。
食
べ
る
た
め
に
は
汗
水
流

し
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
本
来
の
姿
が
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。
闇
か
ら
始
ま
っ
て
も

必
ず
明
る
み
に
出
て
一
生
後
悔
す
る
こ
と

に
な
る
仕
事
だ
と
始
め
る
前
に
よ
く
よ
く

考
え
て
行
動
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

今
年
も
、
又
、
暮
れ
の
除
夜
の
鐘
を
聞

く
季
節
と
な
っ
た
。
「
お
お
つ
も
ご
り
」

に
昔
や
以
前
は
古
障
子
戸
何
ん
か
に
呼
應

し
た
此
の
鐘
は
百
八
回
鳴
る
。
是
は
人
の

道
は
常
に
四
苦
八
苦
の
人
生
で
あ
る
と
云

ふ
教
え
に
よ
る
。
よ
っ
て
此
の
四
苦
八
苦

を
掛
算
式
に
当
て
填
め
る
と
「
四
九
」
は

「
三
十
六
」と
な
り
、「
八
九
」は『
七
十
二
』

と
な
る
是
を
合
せ
る
と
「
百
八
」
と
な
る

従
っ
て
此
の
除
夜
の
鐘
は
其
の
年
の
暮
れ

大
晦
日
に
「
百
八
回
」
打
ち
鳴
ら
し
て
一

年
間
の
業
を
打
ち
払
ふ
と
云
ふ
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
や
が
て
迎
え
る
お
正
月
は
神

佛
は
基
よ
り
家
内
人
、
他
用
の
御
料
理
を

各
自
家
で
自
前
す
る
の
が
古
来
よ
り
の
習

わ
し
で
あ
っ
た
。
現
今
は
料
理
に
美
し
さ

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
古
来
よ
り
本
来

の
主
旨
は
第
一
番
に
各
々
の
「
願
い
」
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
云
う
も
の
。よ
っ
て
、

此
の
お
正
月
料
理
通
常
伝
承
は
「
三
つ
ざ

か
な
」と
云
ふ
料
理
が
其
の
主
体
を
成
す
。

是
は
、「
数
の
子
」
と
「
黒
豆
」、
そ
し
て

　《
俳
句
》

錦
秋
の
山
並
は
る
か
今
日
も
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

畠
よ
り
声
か
け
ら
る
る
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

秋
の
旅
静
か
な
庭
に
し
し
お
ど
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

日
は
西
に
刈
田
に
匂
ふ
藁
の
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

縁
側
に
庭
の
柿
喰
む
子
規
忌
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

新
藁
の
注
連
縄
青
き
社
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

給
食
の
窓
か
ら
見
ゆ
る
尉
鶲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

空
山
の
空
谷
の
冬
も
み
ぢ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

冬
枯
れ
て
い
て
も
地
球
は
青
き
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　《
川
柳
》

新
札
が
出
た
と
い
う
け
ど
興
味
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

抽
選
会
一
等
賞
の
一
つ
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

蝉
の
殻
よ
り
に
も
よ
っ
て
柚
子
の
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
尻　

和
好

刈
ら
れ
て
も
尾
花
咲
か
せ
る
ス
ス
キ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

消
え
る
夏
秋
風
寂
し
老
い
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

昨
日
今
日
消
え
る
記
憶
数
知
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用

　

漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

　

だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま

　

記
載
し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な

　

わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ

　

さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ

　

い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 6年 11 月 30 日現在）
 人　口　5,588 人　(+ 1)
 　男　　2,686 人　(- 3)
 　女　　2,902 人　(+ 4)
 世帯数　2,965 世帯(- 4)
　　　　（　）内は前月との比較

消
え
て
ゆ
く
霧
の
中
か
ら
児
等
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

与
野
党
が
国
民
無
視
の
総
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

抱
き
し
め
て
不
安
が
消
え
た
幼
児
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

消
し
忘
れ
も
ど
っ
て
確
認
出
掛
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

つ
ま
ず
い
て
自
分
の
歳
が
良
く
解
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

落
書
き
を
す
る
な
消
す
身
に
な
っ
て
み
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

　

《
短
歌
》

バ
ス
の
旅
乗
る
と
宴
会
手
に
ビ
ー
ル

　

夜
待
た
ず
し
て
乗
り
に
乗
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

ゆ
ら
ら
に
て
枕
並
べ
た
同
い
年

　

幾
年
流
れ
同
じ
え
が
お
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

花
さ
そ
ふ
花
よ
り
も
直
淡
き
雪

　

千
々
に
も
の
思
は
せ
夜
半
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

老
い
の
今
ラ
イ
ン
仲
間
に
参
加
し
て

　

友
と
の
回
想
む
い
か
い
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

下
駄
の
音
母
帰
る
音
裏
木
戸
は

　

母
帰
る
所
遠
き
日
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

そ
れ
ぞ
れ
の
苦
味
と
甘
味
和
し
て
美
味

　

大
福
ま
こ
と
に
珈
琲
に
合
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

　《
お
詫
び
と
訂
正
》

広
報
よ
し
か
12
月
号
№
２
３
０
に
お
い
て
一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

〇
21
項　

長
峯
さ
ん
の
《
短
歌
》

正
：
秋
桜
を
手
折
り
て
母
に
持
た
せ
た
る

　
　

か
の
日
の
景
色
け
ふ
は
思
ほ
ゆ

誤
：
秋
桜
を
手
折
り
て
母
は
持
た
せ
た
る

　
　

か
の
日
の
景
色
け
ふ
は
思
ほ
ゆ

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
11
月
届
出
）

　

河
村　

暖
人
（
は
る
と
）
さ
ん

　
　
　
　

勇
人
・
咲
子
さ
ん
の
子　

立
河
内

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
11
月
届
出
）

　

松
前　

ミ
サ
子　

さ
ん　

99
歳　
　

蓼
野

　

中
村　

満
知
枝　

さ
ん　

96
歳　
　

注
連
川

　

清
水　

善
吉　
　

さ
ん　

96
歳　
　

六
日
市

　

村
上　

辰
雄　
　

さ
ん　

96
歳　
　

下
須

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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